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量子多成分系とは､ "量子的"な自由度である ｢内部自由度｣と"古典的"な自由度であ

る ｢外部自由度｣から構成される､複合的な量子系の一種です.例をふたつ挙げてみます:

(1)量子化された電子状態を持つ分子 (内部自由度と外部自由度はそれぞれ "電子"の断熱
状態と"核");(2)spinを担う電子(内部自由度と外部自由度はそれぞれ電子spinと電子の
位置自由度).
量子多成分系を外部自由度についての半古典論を用いて解析しました.半古典論として

は,Klauder-Adachiのcoherentstatepathintegralの定常位相評価を用いました.内部自
由度の量子振動に起因する,量子多成分系に特有の Phasespacecausticsが見出されまし
た.このことは,｢内部自由度の量子振動が外部自由度の量子干渉を誘発する｣ことの半古
典論による解釈を与えます (詳細は文献を参照してください.).
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